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【目的】睡眠障害は，加齢とともに増加することが知られており，高齢者における睡眠障
害の実態，その改善は高齢者の日常生活活動，QOL を考えるうえでも重要な課題である．
認知症にみられる睡眠・覚醒障害の背景には，加齢による概日リズムの生理学的変化，身
体疾患に伴う睡眠障害，高齢者で頻度が高くなる特異的睡眠障害などが考えられており，
認知症の睡眠・覚醒障害には夜間睡眠の確保と日中覚醒の増強が必要とされている．リハ
ビリテーションの阻害，日常生活活動の介助負担の増大に関与する夜間せん妄，徘徊，不
安，不穏，日中の傾眠などの概日リズムと関連する周辺症状の改善には，睡眠・覚醒パタ
ーンを改善させるための積極的なアプローチが必要である．睡眠障害の治療には薬物療法
と非薬物療法があり，非薬物療法のひとつとして高照度光療法がある．そこで，本研究は，
維持期病院でリハビリテーションを受け，睡眠障害を呈する認知症高齢者に対し，高照度
光療法を施行することで，睡眠・覚醒パターン，認知症に伴う周辺症状，日常生活活動の
改善が図れるのかを検証することとした．  
【方法】対象は，維持期老人病院に入院し，リハビリテーションを受け，睡眠障害を呈す
る認知症高齢者 5 名で，睡眠導入薬，睡眠薬を服用していた者は 4 名であった．初期評価
として，夜間の睡眠・覚醒パターンの測定，周辺症状，日常生活活動の評価を実施した．
夜間の睡眠・覚醒パターンは睡眠計 HSL-110（オムロン社）を用い，平日 5 日間の睡眠・
覚醒パターンを測定した．認知症に伴う周辺症状は DBD，日常生活活動は FIM を用いて
評価した．高照度光療法の介入期間は 4 週間とし，光療法器具ブライトライト ME+（ソー
ラートーン社）を用いた．高照度光療法は，月曜日から金曜日の平日，午前 9 時から 11
時までの間で 40 分間照射した．高照度光療法中，対象に手作業や回想法などを行わせ，
傾眠しないようにした．原則として，介入期間中のリハビリテーションプログラムは変更
しなかった．介入後，初期評価と同じく，夜間の睡眠・覚醒パターン，認知症に伴う周辺
症状，日常生活活動を評価した．  
【結果】睡眠時間は介入前 507±174 分，介入後 523±61 分で有意差がなかった．一方，
中途覚醒時間は介入前 139±95 分，介入後 83±60 分で有意差があった（p＜0.05）．しか
し，中途覚醒回数は介入前 8.6±6.2 回，介入後 5.6±3.5 回で有意差がなかった．また，周
辺症状と日常生活活動に有意な変化はなかった．なお，睡眠薬を服用していなかった 1 名
が介入期間中に睡眠薬の追加があり，介入後，夜間の睡眠・覚醒パターンの改善傾向があ
ったものの日中の傾眠時間に増加がみられた．  
【考察】高照度光療法は，松果体のメラトニン分泌を抑制し，深部温などのサーカディア
ンリズムの位相を変化させ，概日リズムの位相変異作用と振幅増強作用を生じさせる．本
研究では午前中に 40 分間の照射を 4 週間実施し，夜間の中途覚醒時間が改善したが，先
行研究では 2 時間の照射を行ったものもあり，高照度光療法による夜間の睡眠・覚醒パタ
ーンの改善には照射時間も考慮する必要があったと考える．また，睡眠薬が追加された 1
名については日中の傾眠時間が増加したことから，高齢者に対する薬物療法の効果特性を
理解し，高照度光療法など非薬物療法の有効性，薬物療法との併用などについて検討する
必要がある．  
【結論】本研究の結果，高照度光療法は，認知症高齢者の夜間の睡眠・覚醒パターンを改
善させる可能性が示された．今後，認知症高齢者の睡眠障害に対する高照度光療法の効果
について検討していきたい．  
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